
板書計画（例）

原爆について異なる考えを持っている人々に、どのように原爆の恐ろしさと平和の
大切さを伝えれば良いかを考えよう

・「どのように学んでいるか」は１時間目、「どのように伝えるか」は２時間目で扱います。
・「どのように学んでいるか」の日本の部分については、導入で子どもたちが原爆についてこれまでに学んだ内容

を共有したことと、草原先生のお話をまとめて板書してください。
・「なぜ、どのように伝えるか」では、まず各クラスで話し合った内容を板書し、その後、ブレイクアウトルーム
で他クラスと交流した内容や、金先生・カビール先生からの感想を補足しながら整理して板書してください。

・板書の仕方はあくまで一例です。クラスの実態に応じて、適宜アレンジしていただいて構いません。

原爆

日本

韓国

アメリカ

どのように学んでいるか なぜ、どのように伝えるか

・原爆の恐ろしさ
・No More Hiroshima
・平和の大切さ

・あまり学んでいない
・独立のきっかけ

・日本の戦争責任を問う

・原爆による被害
・原爆を使うことが必要だっ

た

・日本にしかできないことだから

・戦争をなくしていくためには、

過去の事実を伝える必要がある

・原爆による被害に関する情報を
丁寧に伝える

・日本の戦争責任も一緒に伝える

・原爆による被害は今にも続いて
いることを伝える

・同じ理由で原爆がまた使用され

ることの恐ろしさを伝える



【資料1】韓国の小学校社会科教科書
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【資料1】アメリカの小学校社会科教科書

5 戦争の終結

日本の降ふく
1945年7月、トルーマン、チャーチル、スターリン

は、ドイツのポツダムで会談しました。その間に、ト
ルーマンは、アメリカの科学者たちが原子ばくだん
という新しい秘密兵器の実験に成功したという知
らせを受けました。原子ばくだんは、たった 1発で
一つの都市を破かいできるほど強力でした。あま
りにも危険なため、使用すべきではないと考える科
学者もいました。

連合国の指導者たちは、ポツダムから日本
に向けて、「降伏しなさい。さもなくば、ただちにて
ってい的に破かいするぞ。」と警告する声明を出し
ました。日本の指導者たちは、原子ばくだんのお
そろしい力を知りませんでした。そのため、ポツダ
ム宣言を無視しました。

1945年8月6日、アメリカのばくげき機エノラ・ゲ
イは、日本の広島に原子ばくだんを投下しました。ば
く発によって市の大部分が破かいされ、少なくとも7
万人が死亡し、同じくらいの人数がけがをしました。
8月9日には、2発目の原子ばくだんが長崎に投下
されました。約4万人の住民がその場で命を落とし
ました。広島と長崎の両方で、その後も多くの人が
放射線のえいきょうによって亡くなりました。

1945年8月14日、日本の天皇は国が降ふくす
ることを発表しました。正式な降ふくは、9月2日に東
京わんに停はくしていたアメリカの軍かんミズーリ号
の上で行われました。その軍かんには、日本が真じ
ゅわんをこうげきした日に、アメリカの首都ワシントン
D.C.にかかげられていたのと同じ国旗がはためい
ていました。

対日戦勝記念日（V-Jデー）には、アメリカ全土
で大きなよろこびの祝賀が起こりました。人々は車
のクラクションを鳴らし、兵士や水兵たちは勝利の
行進でおどりました。

▲過去 ▲現在

過去と現在をつなぐ

太平洋における第二次世界大戦

Davidson, J. W. (2003). “Prentice Hall The American Nation Teacher’s Edition”, pp.796-798. を一部改変のうえ，翻訳した。



【①日本から伝えたいこと】
平和のためには，二度と原ばくが使われないことが大事だと思います。

原ばくをどのように伝えたらいいだろうか？

【②韓国・アメリカの応 答
】
・・・・・・・・・・。

【③韓国・アメリカからの応答を踏まえて，日本から伝えたいこと】
・・・・・・・・・・。
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